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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　充堀することによつたご」この乎術を両側で行な・鷺，たの

　　　　　　　　　　緒　需　　　　　　ち，繍の総頸動脈鋤脈クレンメにて閉じる茜の
　さきに宮川①は象兎で，脳頂1行を一本の総頸動脈の　　方法で，どの程度の脳の撫行遮断が趨こるか齢ついて

みでつかさどらせ，その構働脈｝・L・一縫の催耽飾苛　は，さきの論文②鯵照されたい。

することによつて全例に頭旧三策…三級鋤揺な起こすこと　　　麻酔としてはurethane　10％溶液ず枳障海催薮り1q認

に成功した。このいわゆる側圧負荷安験中に脳鴛図の　　　を腹部に皮下注射した。血正1三は水銀マノメターを介し

記録を行なつた。ところがそのll艮κ｛三動揺にともないき　　　煤紙寵録を行なつた。呼吸は呼吸運鋤に際しての上鷹

わめて規則正しく，そのうえ恒常｛生に當んだpattern　　部の上下動を拡大．煤紙に同時描甜な行なつたo脳筆慌

が脳電図上に繰り返されるのを観察した。　　　　　　　　図紀録には三栄測器製805型を用い，時楚数eLL　（1，3に

　この血圧釧級象は延髄の循環・・陥と，その鰍を　選んだ。矧亟1塒遡ヨいる綱の湘・，針献く磨舗

中心としたfeedback機構にもとつくものである。　　　頭および後頭の皮1欝を通して督膜．昂こ1雛せしめ，そこ

このとき脳実質は血圧動揺の頂恵付近の僅かな晴間tilL　　から溝出を行なつた。

流を受ける。その橡かの時期には断血状態に曝されて

いる。いいかえるならば，脳実質は血圧動揺と同頻度　　　　　　　　　　　　実験結果

で閲欲的血流を受けている。　　　　　　　　　　　　　　上記の方法で20頭（体霞1．航評～3，21cg）のカイウサ

　したがつて血圧動揺に付随して出現する脳電図の周　　　ギにたいして合計38圓の爽験を行なつた。その爽験紬

期的patternを理解するためには，まず脳並L行遮断　　　果について述べる。

時の，とくに家兎の脳電図の概要についての経験が必　　　　1）　おもな実験例

要になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）爽験動物No．2G（3、　2kg，♂）の実験成績

　いままで窒息時あるいは低酸素気吸入時の脳電図に　　　　　　　（第1図　A，B）

関しては・きわめて多くの研究が行なわれている。し　　　横究起孔の充臆事術後，両総噸動脈を岡時に動脈ク

かし手術的に脳血行を遮断させた場合の脳電図の研究　　　レソメにて挾み，脳1血行の遮断なこころみる。黎1図

は比較的少ない。とくにここに用いられている脳頂L行　　　Aにその時の1血1圧ならびに呼吸運動の煤紙寵録をしめ

遮断を目的とする手術方法は独特のものである。この　　す。遮断時点はAの詑録ではシグナルが上鼻し，Bの

方法を用いての脳血行遮断時の脳波力糠靴力泌要で　L講では下降でしめされている。脚L行輔目時鰍そ

あった。この目的のためこの実験を行なつた。　　　　　れそれその逆方向の移動でしめされている。遮断と同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時に1飢正1三は急激に80㎜正18ほど上昇，最高14（励H霧に

　　　　　　　　　　実験方法　　　　　達した．、轍運動は2．働1縛止し1　L騰12秒でma
　椎骨動脈の血行遮断の手術方法は富川の考案した方　　　高となる。このとぎの前頭部徽頭部1灘｝の1悩電図は第

法②で行なつた。すなわち頸椎の横突起孔にガーゼを　　　ユ図Bにしめしてある。脳血行遮断筋は凋期1。0ないし
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1．4秒，振幅100μVにおよぶ比較的規則正しい脳波が　　　μVの周期おのおの0・2秒の波が出現する。この動揺

出現している。この波は呼吸運動に関連したものと考　　　は次第に振幅を減じてゆき，遮断時点から25秒後には

えられるが　脳血行遮断後間もなく周期，振幅ともに　　　全く消失している。この場合，脳血行遮断は52秒間行

以前のなかば程度になる。この大周期の動揺も呼吸運　　　なった。脳血行再開後14秒で脳波が出現した。呼吸運

動の消失する時点，すなわち遮断後7秒で消える。そ　　　動の開始にともない，おのおのの潮汐運動に1対1の

のあとはきわめて規則的な周期0．2秒，波高10μV以　　　対応をしめす振幅150μV周期2秒から2・5秒の動揺

下の小さい波形に移行し，次第に振幅を減じ，最後に　　　が現われた。ある個所ではこの動揺は顕著な2c・P．s・

線状になる。脳血行遮断は38秒間行なつた。脳血行再　　　程度の波を載せている。このようにして次第に遮断前

開後は2．5秒で脳波が出現し，以後急激に1c・p・s・　　　の状態にもどつた。

振幅10「）μVの大きな不規則な波が出現してのち，次第　　　　c）実験動物No．6（20　ley，♂）の実験成績

に脳血行遮断前の状態にもどつてゆく。この大周期の　　　　　　　「第3図　A，B）

動揺は周期の点で．呼吸運動とほぼ一致している。し　　　頸椎横突起孔充填手術ののち，両側の総頸動脈を動

かし振幅の点では必ずしも呼吸運動とのあいだに密接　　　脈クレソメで閉じ，脳血流遮断実験を行なつた。第1

な関係はみられない。　　　　　　　　　　　　　　　　のシグナルは片方の総頸動脈を閉じた時点をしめし，

　　b）実験動物No．5（2．0吻，6）の実験成績　　　　後続する持続的上昇は脳血行遮断をしめす。第3図A

　　　　　（第2図　A，B）　　　　　　　　　　　　にしめすように遮断前60vvnHgであつたものが，遮断

　第2図Aにしめすよう｝こ，脳血行遮断後平均血圧は　　　後24秒で最高160nvnHgにまで上昇している。呼吸運

6CmmHgから168mmHgに上昇，呼吸は8秒後停止して　　　動は脳血行遮断後6秒で停⊥Lしている。この脳血行遮

いる。第2図Bには前頭部後頭部導出の脳電図をしめ　　　断実験の際の脳電図は第3図Bにのせてある。脳電図

してある。この場合．脳nt1流遮断前にはNo．20の例に　　　においては脳血行遮断時点前後で認むべき相違はみら

みられたような大周期，大振幅の動揺はみられていな　　　れない。大きな動揺は次第に姿を消し，ついで残存し

い。脳血流遮断時点前後を比較して著しい相違はみら　　　ている小周期の動揺もその振幅を減じていつた。これ

れない。脳血流遮断5秒後，振幅8〔】μV，周期1秒の　　　ら動揺の振幅の減少は連続的に行なわれるが．つぎの

動揺が現われる。この動揺のなかには振幅ぱ20〔〕μVに　　　二つの時点では変化が比較的急激である。大きな周期

達するものがある。この振幅の突然の増大は3ないし　　　の動揺の消えるのは，脳血行遮断後17秒である。25秒

3．5秒の問隔を置いて3回起こっている。この特徴あ　　　後には小周期のものも急激にその振幅を減じた。脳血

る脳波の出現に後続して，きわめて規則的な振幅10　　行遮断は44秒間行なわれたが，その後脳波はきわめて

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
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第1図　脳血行遮断実験成績　（実験動物No．20）

　　　　　　A：煤紙記録　上から呼吸曲線，血圧，シグナル，時標（1区間6秒）．

　　　　　　B：心電図，脳電図の同時記録　上からシグナル（Aのものと同時），時標（0．1秒），心

　　　　　　電図（第豆導出），脳電図（前頭・後頭導出）．
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第2図　脳血行遮断実験成績　（実験動物No．5）

　　　　　　A：煤紙記録　上から呼吸曲線，血圧，シグナル，時標（1区間6秒）．

　　　　　　B：心電図，脳電図の同時記録　上からシグナル（Aのものと同時），時漂（0．1秒），心

　　　　　　　電図（第皿導出），脳電図（前頭・後頭導出）．

徐々に振幅を減じ，脳血行再開後もその傾向を維持　　　　　e）実験動物No．17（29匂，9yの実験成績

し，かえつて平坦化している。脳血行再開後16秒で呼　　　　　　　（第4図　A．B）

吸運動が現われ，それよりも2ないし3秒先んじて脳　　　　脳血行遮断前の血圧は40imnHgであつた。脳血行遮

波が出現している。これ以後の脳電図には呼吸運動に　　　断後は22秒で最高の1501mnHgに達している。呼吸運

対応して顕著な動揺が出ている。血行再開後40秒して　　　動は脳血行遮断後6秒で停止している。第4図Bにしめ

小周期の動揺が，これら大周期の動揺に載せられて現　　　したのはこの例の前頭部後頭部導出の脳電図である。

われてくる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳血1行遮断前は1c・p・s．の振幅50pV程度の大ぎな

　　d）実験動物No．4（1．9kg，6）の実験成績　　　　脳波が現われているが，これは脳血行遮断後9．5秒で

　頸椎横突起孔充墳手術ののち，両側の総頸動脈の血　　　消失した。これに後続して周期0．3秒，振幅20～25

流を遮断，脳血流遮断実験を行なう。脳血行遮断前の　　　μVの比較的規則的な脳波が出現し，これも遮断後33

血圧は68㎜Hgである。脳血行遮断後15秒で血圧は最　　　秒で全く消失した。この例においては脳血行の遮断は

高に達し180imnHgとなる。呼吸運動の停iとは脳血行　　　42・5秒問行なつた。脳血行再開後は，ただちに脳波が

遮断後17秒で起こる。この場合は脳血行遮断前におい　　　出現した。この場合振幅は100μV以上に達し，周期

ても，脳電図には呼吸と同リズムの著明な動揺は認め　　　は1秒をうわまわる比較的不規則な脳波が出現した。

られない。両側の総頸動脈の血行遮断前後で脳波に　　　再開後約33秒で遮断前の状態にもどつている。

顕著な変化はみられていない。血行遮断後15秒で周期　　　　　f）実験動物No．18（2．Okg，δ）の実験成績

025秒，波高50μVの規則正しい動揺になつた。その　　　　　　　（第5図　A，B）

後12秒間その波が継続，その間ぎわめて徐々に振幅を　　　　脳血行遮断後10秒で呼吸は停止し，血圧は56mmHg

減じついに全く消滅する。脳血行遮断は67秒間続けら　　　より最高158VilnHgに上昇，この間34秒である。脳波

れた。脳血行再開後呼吸運動にともない脳電図にも大　　は遮断後15秒で，これまでに存在していた1c．p，s．

きな動揺がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　ないし2c・p．s．程度の大ぎな動揺は消える。そし
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　　第3図　脳血行遮断実験成績　（実験動物No，6）

　　　　　　　　A：煤紙記録　上から呼吸曲線，血圧，シグナル（脳血行遮断をしめす），時標（1区

　　　　　　　　　間6秒）．

　　　　　　　　B：心電図，脳電図の同時記録　上からシグナル（Aのものと同時で脳血行遮断をしめ

　　　　　　　　　す），時標（0・1秒），心電図（第∬導出），脳電図（上から前頭・後頭導出，後頭・耳

　　　　　　　　　介導出，前頭・耳介導出）。

て5c．p．s，程度の細かい動揺がはつぎりと単独で　　　いる。脳波にはスパイク様の急峻な波が遮断前に出現

現われてくるようになる。この波も脳血行遮断後40秒　　　している。脳血行遮断7秒以後はこのスパイク様変化

で消失している。脳血行再開後はただちに呼吸運動は　　　はみられない。およそ5c．p．s．の比較的規則正しい

再開する。そのリズムに対応して脳波には大きな不規　　　脳波が現われ，次第にその波高を減じて26秒以後消失

則な波の出現をみる。そして徐々にもとにもどつてゆ　　する。脳血行再開後は総頸動脈上の動脈クレソメを除

く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くと，ほとんど同時にスパイク様の波が出現する。そ

　　9）実験動物No．15（2．8惣，♀）の実験成績　　　　の後徐々に回復，55秒後操作前の脳波になる。

　この例では脳血行遮断後10秒にて呼吸は停Lヒし，It［L　　　第1表は実験結果を表示したものである。

圧は57nVnHgより最高170rmHgに30秒間で上昇して
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　　第4図　脳血行遮断実験成績　（実験動物No．17）

　　　　　　　　A：煤紙記録　上から呼吸曲線，血圧，シグナル（脳血行遮断をしめす），時標（1区
　　　　　　　　　間6秒），

　　　　　　　　B：心電図，脳電図の同時記録　上からシグナル（Aのものと同時で脳血行遮断をしめ

　　　　　　　　　す），時標（O．1秒），心電図（第皿導出），脳電図（前頭・後頭導出）．

　　2）　脳血行遮断による脳電図の変化の概要，　　　　　な不規則な波に後続して，きわめて規則的な10ないし

　　　ならびにその特徴　　　　　　　　　　　　　　　20μVの振幅をもつた3ないし4c．　p．sの波が出現す

　左右の椎骨動脈血行遮断手術後で，両側総頸動脈血　　　る。多くの場合この波はきわめて滑らかでそのうえ規

行遮断前では，家兎の脳電図は個体差がきわめて大き　　　則的である。この一連の特徴ある波が一定時間持続し

い。しかしその主体は2ないし5c．ps，の波であり，　　たのち次第にその振幅，周期ともに減少し，っいに一一L

それに10c．p．s．の波が重積している。　　　　　　　　　本の線となる。脳f［fL行遮断後，脳波が消失するまでの

　ついで両側の総頸動脈を閉塞させ，脳への血行遮断　　　時闘は，34例の平均値は25．5秒，その標準偏差は10．4

を行う。この血行遮断時の脳波もきわめて個体差が大　　秒であつた。第6図にそのヒストグラムをしめす。

きいが，共通した点のみを抽出して概要をまとめると　　　以上の特徴をさらに要約するとつぎのようになる。

つぎのようになる。脳血行遮断により重積した波が消　　　脳血行遮断時の脳波の消失は急激に断層的に行なわれ

失して，一般に滑らかな曲線となる。多くの例では血　　　るのではない。脳波は一定の過程をへて次第に消失す

行遮断後一時的に2ないし3c．p．s．の振幅50μVない　　　る。すなわち周期，振幅の抑制された時間，ついで急

し100μVにおよぶ不規則な波が出現する。これが時　　　激に周期，振幅ともに大きい動揺をしめす時期が現わ

に急峻なスパイク状を呈することがある。このような　　　れる。さらにこれに後続して振幅は抑制され，周期は

一時的に不規則な波の出現するのは，脳lfiL行遮断後平　　　規則的になる時期が到来する。最後にその波高が減少

均8・8秒でその標準偏差は5．0秒である。この一時的　　　して一本の直線状になる。
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轡榊騨騨騨榊蟹魑糊糠路四轡千騨騨繁隔瀞繊轟｛£軸

　　　　　　　　　　　　　　　　蓄1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ騨欄橿　　　　　　　　　i　　　　lE’・・　i　’・’臨
　　　　王・一・

・　　　傍s・s」　r．

　　　　1催．

’漿鍵鎗釜r＿ゴ窟＝：…

Wtpm・a》紳幽噛騨聯制鰍騨轡轡轡轡》ぜ弩轡堺酬押榊

ね
鰐　　・　　　　’　　　　　　　・lli　　・

1淘人》酬謙議細押騨一一一一～一一一
猛三・、　　　　　＿．　　．．・i　　　気滋㌶翫　・　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

・藤瞬鞠糊轡鋼　第5図脳血髄1析実験（実験鋤M8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：煤紙記録　上から呼吸曲線，血圧，シグナル（脳1血行遮

　　　　、　　　　　’　　　　　　　　　　断をしめす），時標（1区間6秒），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B：心電図，脳電図の同時記録　上からシグナル（Aのもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と同時で脳血行遮断をしめす），時漂（O．1秒），心電図（第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1導出），脳電図（前頭部・後頭部導出）．

轡鯉讐〆轡鯉帰・恥一潮腿脳・f．．　　　　　　　’孟　＝・t’・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳血行再開後，脳波はきわめて徐々に出現してく

　　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。脳血行再開後，脳波の出現するまでの時間は36例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の平均値は7．5秒，その標準偏差は4．8秒であつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず一本の線状に化した脳電図に僅かな動揺が現われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てくる。これに後続して周期1．5ないしO．5c．p．s．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振幅50μVないし10〔〕μVの不規則な波が急激に出現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するのが常である。この不規則な波の振幅は次第に減

　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　少し，徐々に平常の脳波に移行する。このようにして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳波が脳血行遮断前にもどるまでの時間は，37例で脳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血行再開後平均33・0秒であり，その漂準偏差は13．7秒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　脳血行遮断時における脳波と脳血行遮断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時に現われる他の現象との関係

　　　　0　　20　　4Q　　60　See．　　　　　　脳血行遮断が完全に行なわれているか否かは，その

第6図　脳血行遮断後脳波消失までの時間の　　　　　　ときの体血圧上昇の程度が指標になる。この40例の遮

　　　　ヒストグラム　　　　　　　　　　　　　　　断実験において，遮断前の体血圧の平均f直は58．9？nniHg
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第1表　　　　　脳．1血L行遮断および脳1血行再開による』吐L圧，呼吸，脳波の変化

動　　物

ならびに

実験動物

No，1

No．2（1）

　　（2）

No．3

N。．4（1＞

　　（2）

　　（3）

No．5（1）

　　（2）

No．6ω

　　（2）

No．7

No．9

No．10

No。13（1）

　　（2）

　　（3）

Noj　4（1）

　　（2）

No．15（1）

　　（2）

No．16（1）

　　（2）

　　（3）

　　（4）

N◎．17（1）

　　（2）

　　（3）

実験期日

Feb．　IO，1957

Feb．15，1957

Feb．17，1957

Feb，2ら1957

Mar，　31，　1957

Apr．7，1957

May　5，1957

July　8，1957

July　　2，1957

July　6，1957

July　14，1957

July　26，1657

Mar．8，1958

May　11，195b

No．18（1）1June　1，1958

　　（2）

No．19（1）IMay　16，1958

　　（2）

　　（3）

No．20〔1）Mar．21，1958

　　②
　　（3）i

No．21　July　28，1，958

N°・22 P｛une　2LS・1958

No．23（1）IApr．7，1958

　　（2）1

動

物

体

重

（leg）

2．5

3．2

2。0

1．9

2．0

2．0

2，9

2．5

2。9

3，0

2．7

2．8

2。　6

2．9

2．0

2，0

3．2

2．8

2．3

2．4

性

別

♀

9

♀

6

δ

6

♀

9

♂

♂

9

♀

δ

9

δ

δ

9

？

♀

9

脳血行

遮断
時　問

（sec．1

26，0

41，0

46．0

29，0

32．0

58．0

67．0

52．0

52．0

40，0

44．0

85．0

64．0

206。0

64，0

21．6．0

105．0

5Q，〔｝

脳」血行

遮断前

平均血圧

（vvnHg）

4〔｝

50

55

54

8〔〕

80

68

50

60

50

60

78

8〔〕

30

20

2〔1

70

46

52．0　　　30

67．0　　　80

53．0

47。0

67．0

47．0

55．0

47．【〕

41．0

42．5

53．0

60．0

39．0

49．0

40，0

35，0

38．0

45．〔1

31．0

120，0

45，0

45、5．

57

116

80

70

80

5〔｝

40

40

56

50

68

56

72

b6

60

64

20

30

100

80

脳血行遮脳1血行遮
　　　断後最高
断後最高平均血bli
　　　に逮する・
平均血圧皮でのli削尚

（imnl’19）　　（sec。）

185

140

155

160

：1．75

ユ65

1、75

180

168

166

160

i68

］80

160

60

60

170

150

140

110

170

196

158

134

136

146

136

15（】

158

138

156

150

】52

ユ40

1・IO

130

80

110

150

24．0

15、〔〕

16，0

15．0

14，〔〕

15．0

15，0

11，．0

16．0

36．0

24，0

15．0

24．1）

12．0

30．0

28．0

12．0

18。〔｝

19．O

IO，0

30．0

12、〔〕

38，0

40．0

34．0

19．0

2Z．0

22．0

34．【｝

48．0

ユ8．｛｝

18．0

18。0

12。0

14．〔｝

340
10．0

2・〕，0

15．0

140　　　　20，0

脳r血行停

止後呼吸
運動の停
止するま
での時間

（sec，）

　7．0

　8。0

　8．〔〕

　5，0

　8，0

18．0

14．0

　7。0

　8。0

10．0

　6．0

13．0

16．0

　7．0

14，0

17、0

1〔｝，0

26，〔｝

　6，0

10．0

6．0

4．0

8．【）

100
ユ8．0

9，0

6．0

ユo．0

2．5

］8，0

12．0

5。5

2．5

脳血行遮脳t（tLfii遮脳血ぞテ再

漿響雛鷲難
での時間の時閥　時間

（sec．）　（sec．）　（sec．）

9．〔｝

6，0

10，0

13，｛，

U．0

17．0

7．〔｝

5，0

1、2．0

12，0

12．〔〕

3，0

5．0

12．0

13．0

7，0

2．5

4，0

1〔LO

7．0

2。0

9．0

6，0

8，0

5．0

9．5

11。0

150
7，0

6，0

32．0

7．〔〕

13。0

14。｛｝

23。0

22．0

29，0

31．0

34，（［

］8，0

25．0

ユ8，0

18，〔〕

17．0

ユ8．0

46。O

7。5

15，5

26．0

3〔〕，0

40，0

33．0

40。0

29。〔｝

33．0

38．0

45．0

24．5

22。O

16．〔1

1〔Ll〕

4．【）

ユo。〔｝

6．｛〕

1（鼠〕

10．0

8．0

14，【｝

8，0

8，0

5。0

8，｛）

13．｛［

7、0

21。0

1、0

0

11。1，

4．0

5。0

5．r｝

1（｝．（〕

脳1itLff’i一再

闘徽脳波
が遮断萌
｝・凱炭≧1｝富

での1時1間

（seo，）

2i，【｝

29。0

3｛，．0

15，｛｝

28．｛｝

48，｛〕

48，（】

41），〔｝

52，〔｝

28．｛、〕

30，tl

45．ll

3｛〕，｛）

20　，｛）

26．0

26．0

25．0

15．0

55．｛0

16。0

50、⑪

38．0

「o　2　．　（｝

60．0

ol33．o
oi33．o

　　　Q．51　　51）．0
6．ei　20．t〕

　　　ユOLo　i　40，0

7・018・・1．

報陰1脇騰：i：1

7・。　5・5　127・5｛9．・i5【｝．0
8．0　5．〔’130．oi　9．〔、i　49．〔，

　18，01　7．〔一）1　25．O

I禦圃ll・1；

で・その標準偏差は20・5卿Hgであつた。脳i血行遮断　　　その標準偏蓬は28．4η〃ηHgであった。なお，この鍛大

後の体血圧の最大になる特点は平均が147・5mattHgで，　　1直に達するまでの時間は脳血行遮断時点から平均21．1
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秒，その標準偏益は8。9秒であつたQいま一つの指襟　　脈以外の血L管を結紮しておぎ，頸動脈を一時的に圧迫

として呼吸運動の停LLがあるが，39例の遮断実験にお　　　して脳貧」1【Lを起こさせ，猫の脳波がいかに変わるかを

いて，脳lfii行遮断後，呼吸運動伽1依での時間は平均　　研究している。この方面の業績の綜説には本川⑩のも

9・6秒，その標準偏磁は5・0秒であつた。　　　　　　　のがある。これらの成績を通じて淀目すべき事爽は，

　上記の方法により呼吸運動停止をきたす程度に脳tilt　　脳波が消失する前に魁気的活頭助がさかんになる時棚の

行遮断が行なわれているときは，li崔実に脳波が消失　　　あることである。

する。脳波消失までの時闇は一般にll乎吸運動停ILまで　　　オ蝿お脳波の低酸紫との問題e，11　Berger④，只螢⑪，

の1輔よ帳い．いいカ・えると馴慰媚・三L後礎時　Ei（⑫麟¢！），1）・vi・，　Davi・およびTh。mp，。。⑭，

間後に脳波は消失する。また第1表にしめすように一一　　1く6rnmliller，　Palme，　StrUglloldQゆらによつて行な

般e：　．lflLJEI三が急激にh昇し，…・宛垂1’正を維持しはじめる時　　　われている。

点以後になつて消失する方が多い。　　　　　　　　　　　以上の研究は韮として脳血行障碍，低酸素吸入時の

　脳血行再開により消’」／z一した脳波が出規するまでの時　　　脳波の変化について現魚論的に取り扱われたものであ

間は消失にくらべ果い。脳ll征行再【ll｝後脳波が以前の；伏　　　る。1．かしここ数年脳斬ヒ賦活系が注旧されてきたoこ

勲こもどるまでの時澗と，先ぞ予する遮断り撒の1直Lf漣　　の賦活系との関遡こおいての脳波の研究が，正’lusTelin，

H㈱既のi㍑は第7図に示す椰欄係がみられる。　B。…ll・い融びD・11⑯により行なわれている。さ

この場合の相関係数e，：（，）。55であつた1，また囲一個体に　　　らにこの方蒲の研究が，Creutzfeld，　Kasamatsuお

おいても脳血行遮断実験を1嗣隔な置かずに繰り1厘す場　　　よびVaZ－Ferreira⑰によつてノイロン蟻位に墨ンmvt

脅には脳波の回復が遅れるΦ　　　　　　　　　　　　　て行なわれるようにt，nつたL、脳瀧のanoxiaによゐ変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化に．対して，発焦機摩の方荊から行われ九研究とみて

HL｛Sec．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　よい。むしろ脳波の発盗機序解明の一・乎段として，
讐

編60
艦

奮40
慮

も

墓20
毒

壽

閥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　an｛，xiaに曝露するという方法が用いられたと欝つて

　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　よいであろう。

　　　　　　　”　　°　　・　　　　　　　　　脳実質をanoxiaに匡脩れる方法としては脳血流を遮

　　　　　　　，°　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1斯づ『るブゴ浸ミ　気道を冑暑纒一歩る方法，　クラー・レによりll乎

　　　　　畠：　・　　　　　　　　　　　　　　吸巡動を麻痺させる方法，1正i血させる方法算が断丸ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　・・’　邑　　・　　　　　　　　　　れる。そのうち脳血行遮断を用いた方浸ミはきわめて少

　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　ない。澱近ではCahnらの実験成績がある。

。　2。4。6。　6。1。。Sec　　C・h・ら⑱のll舳髄断時の脳灘関する研究襯
　　　　　脳1°L行耀樹時闇　　　　　　　　　　　から必要な点を引き合いに出してみる。脳1亀行遮断時

第7図脳血行遮断時間と脳lfll行再1｝｛1後脳波がも　　　点から，脳波の完全消央までの時間は39士3・6秒とな

　　　　とにもどるまでの醐との欄図爽　　っている．この場合使肌働物は獅でP，。t。tha1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻酔謝行なつている。わ2”Uわれの成績では平・均25．　5i秒

　　　　　1　論議　　　　　で標職撫畑，4秒となつている．明らかにわれわれ
脳波と脳血行状態との関係についてはBerger③④　　　の成績の方が早く消失している。

が入体で脳波の存在を確立する以前から動物を対線に　　　　この原困として考えられるのは，脳血行遮断力法の

研究が行なわれていた。PrAwdicz－－Neminski⑥o；Uこ　　相途である。脳血行を完全に．遮断することは案外むつ

を出1貢1させ，このときの脳波の変化を研究している。脳　　　かしいものである。Cahnらがどのような手術を用い

が貧血に陥るとともに，脳波は一建の経過をとつたの　　　たか具体的に明らかでないが結蝦の姻違の一つの有力

ち最後に消失することをみてゐ。そのほかBishopら　　　な原因と考えられる。っぎに間題になるのは麻酔であ

＠．SimpsQnおよびDerbyshire⑦も脳till流Fl｝t止に　　　る。　CahnらはpentQtha1〔sodium　5－etliyl－・5－（i－、

よって大脳の電気的活動が嚢えることを観察してい　　methy！一・butyl）2－thiobarbiturate〕を用い，われ
る。Br・m・・ら⑥は彼の遊離大ll漸で夢鐡を行ない，頸　われe、r．・ureth・neである。　C、h・らによると，b。，bi－一

動脈の圧迫，迷楚神経の刺激によつて脳波が抑制され　　turateの麻酔は脳ll艮行遮断時から脳波消失までの時

ることを観察している。Jasper，　Bridgma且および　　間を畏くするという。まさにこの結果と一致してい

Carrniehaelもこの点について研究を行なつているo　　　るo
S廷塑rおよびGerard⑨もわれわれと同じように頸動　　　　つぎに脳加L行な再開してから，脳波の出現までの時
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　間はCahnらの成績では17止6，7秒となっている。　　　相五性の燦購があ；「わXt・　1；〕。脳波力1ill失“！ナA；ll調二／りlLその

　われわれの実験結果では平均7．5秒で騨llミ偏離4，8秒と　　　後である。呼吸運動停．ILはll乎吸中掘の「1鼎焉、繍婦バ：，麻

なり．明らかにわれわれのfl藍の方が小さい。　Cahnら　猫1によると都繍よ嫌…例乏遡鯛・撚ご脚之いNl

　の場合，この回復に先行する脳lrll行遮断実蜘よ，脳波，縄細胞の乱n（，xi財こ対’する反応のアソ’ミラソスがlll吸

　が消，k　IJてのち3〔｝秒ないし40秒続行したという。した　　運動停ll二の形と［ご轟窮腰れていゐものと筋そ鴻べき

　がつて脳血行遮断時・間はII分から：1分30秒までであろ　　　であろう。しかし，1、ばらくすれげ脚ノ贈中経細1砲全体

　う（、われわれの1（lt行遮断時1口］の可z均が59，9秒であるの　　　の機能喪失としての呼吸停止に1／＄1］動ゐのはいう厳’ll

　に比して艮い。したがつて圓復に時間な要するのは当　　　もない。砥髄レペルにある仙財）中枢，たと；、ば尚環中

　然であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枢は脳披消炎後も健金に活躍1、ている・恥1二1島　gr川1

　　ついで脳波の慨状にく）いて講ずる。まず家弧の安　　　女みれば半llることであ≧Jo　l呼吸1‘「1厭費も噺の・馬部”費あ

　静時の正常の脳波については従来混乱した意見が述べ　　　る9aspil嘱中：枢がf乍動され鵜の．1胡1苅減消失観かなり

　られている。まず1〈erinmifller，　Marinescoら⑩，　　たってからである。したがつて岡一のllll経細胞で尋，

　Ledebur⑳によつて三1張されている局所将異性で　　an（）x蛾に対する反応は，循環中枢と脳1艇，欝謄は1｝、疲・

ある。一：i　Ec；tors⑳I　D・・1・。cki⑳，1t・・駄びKa一　賦大き酬聡が凝，屯、・a：）と鯛。れ＞b・、．，

　keta⑳，鈴木⑭，戸t日⑳，大祈⑳らによつては局所特

難は否定されている．鈴木｝・h糸融とレ（蹴脱の　　　　　　文　献
　脳波にはきわめて痔しい個体強のあることを述べてい　　　①宮川　溝：脳のlfi1，わi‘個御により馴詞幽【に．思l　Itll　H｛

　る。無麻醇無圃定家兎では，5～・．7c．P．s．の波が人イイSl　　　第露級！財揺並びにli脇吸様式の周期雪’L変動｛こボ｝いて　（暫苫

　のα波に相溺する豊演を構成しγごいるというoこの点　　　一・報），rl本生瑚諒，17：383－391，1955　　（巽二1宮川

　まったく同感である。われわれはとく｝こでゼ波を輿験の　　　澗：蒐の脳粥環の人為的制il．1の…・方法・目本．生野酷長：，

　E｝UIU“．目にしたわけではな、・ので，叡兎の個体間の選択　　　17　：299－3G9，1955　　④Berg（，tr，　II，：t，　：1　h¢　x”cla，g

　は行なつていないQ　　　　　　　　　　『　　　　　　　EIcktrenlcePlittlegttintn　d¢s　Mellscllen．　Arch．

　　脳血行遮断に対する脳波の変化には一貫した傾肉が　　　Psychiat．　Nervenkr．，87　：　527　・一・　s7e，1gr2tll

　認められた。すなわち脳波が消失するまでに，まず脳　　　④BergerJI．：Uber　das　1£1磁tre：1kephah）摂rεしUm1

　波の瀾期の増長，波高の増大，『i’；　－m則化が現われる。　　　des　MenSchen．　Nouτ1te　Mitteili．1：ユ齢Al・（，h．　I」t　y．H

　ついで脳波はきわめて規則的な波高の小さな動揺とな　　　chiut。　Nervenkr．，102：5：’8－557，！i．｝3・1

り・次第｝9敵する・　　　　　　　・⑤P・fiwdicz・－N・millski・　W・　W・IZu・K・・ntz’｝is　cler

　　このような過程は脳実質が単純に傘体とい（機能喪　　　嬉1ektrischen　Ulld　dor　Innervc－ttionsvurgtange　in

　生してゆく結果とみなすよりは，つぎのように考える　　　den　funktionellen　Eletnenten　und　C・C’swel／）en

　カが妥当であろう。皮質，皮質下諸核，脳幹網様体E・i　　des　tieriSchen　Organismus．凱¢ktr｛Mコ馴¢i）rい，

　を構成する一つ一・一・1つの神経細胞はanoxiaに対して，　　　gralnln　der　Stlugetiere．1）fliig，　Arch．　k・es、

　それぞれ特有の時間的経過の興奮ないし脱分極をもつ　　　PhysiQl．209：362－382，1925　　⑳親3h‘，1⊃，（：L

　て反応するものと考えられる⑰⑳。比較的この時期が　　　H。，＆O’Leary，　J．　l　Potential　recorcls　frtnll　the

　長く，機能の喪失の時期が還く到来するものもあろ　　optic　c．ortex（，f　tlle　cat、　J，　Ne’urvpl）ysiol．1：

　う。一方きわめて早期に機能喪失をきたすものもあろ　　39　L－　404，1938　（7）s　illll）SOII，　H．　N．，＆恥rby－

・う。しかもこれらがある機能に対し直接，間接的に興　　　shire・A・」・：ElekLrica！actlvity（，f　tl’1　tt　m醜りr

　奮性，抑制性の二つの面をもつているわけである。こ　　　cortex　during　cerebral　anemia．　Am¢r．」．　Phyr

　のような諸過糧の窮擾的な総和として，脳波に一一つの　　　siol．，109：99，1934　　（8）Bremer，　F．，　et　Th〔｝瓢aS，

　過程が現われてくるものと考えることができる。こめ　　　」．：　Action　de　l’anoxeinie　da　1’hypevca　／bnie　et

　点に関しては後続する諸論丈が証明するであろう。　　　de　1’acapnie　Sur　1’activit661ectrique　dし1　e〔戯【濫

　　っいでこの実験成績がとくに明らかにしている点は　　　cer6bral・C・R．　S‘，c．　Biol．，123：125｛；－12胡、1t’1　？，Ei

つぎの点である。脳lfEL行遮断時の脳波と体1瞬E，呼吸　　（｛i）Sugar，　O”＆Gerardp　R。　W，：Artt｝xl；／L　ttn（11．｝rtLill

　運動とのそれぞれの梢菰関係についてである。これら　　potentials・J．　Netirophysiol，，11558・－570，　liVl3＄

　の寧象の時間的関係はつぎのようである。脳血打返噺　　　⑩ホ川弘一一：脳波，2り2－212，1947，南糸露病，來点

　後ただちに血柾が上昇・ついでTfg；：吸運動が停1L・それ　　　⑭只埜　強：火脳躍流に関する研究、梅軍軍湊ξ誌，31：

　に後続して全身の間代性あるいは緊張性あるいは左右　　　99ユー992，1942　　＠原　英通：賎酸素状態における
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